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1. はじめに 

近年、ガスハイドレートと呼ばれる水分子とガス分子による水素結合性固体結晶に注目が集

まっている。特に、メタンガスを内包するメタンハイドレートは、日本近海での埋蔵が確認さ

れており、資源小国の日本において新しいエネルギー資源として期待されている。また、技術

応用も数多く考えられており、ガスの貯蔵・分離などが例に挙げられる。しかしながら、ガス

ハイドレートには生成・分解のメカニズムが解明されていない等の未解明な点がある。現在ま

でに様々な研究が行われているが、ガスハイドレートと氷の識別が困難であることなどから解

明には至っていない。そこで、これらを解明する新しい研究手段としてテラヘルツ波を用いた

研究を進めている。テラヘルツ波は水と氷の光学定数の違いから水の相変化に対して敏感であ

ることや水素結合による吸収がある周波数帯であり、水素結合に関連した物性値を反映するた

め、有効な観測手段になると考え、本研究を行っている。今回の発表では、光学測定用ヘリウ

ムガス冷却器を組み込んだ THz-TDS を用いてガスハイドレートの光学定数の温度依存性を精

密に測定した結果を報告する。  

2. 実験と結果  

透過系 THz-TDS を用いたサンプル測定を行った。サン

プルには、ガスハイドレートの一種であるプロパンハイ

ドレートを用いた。温度変化を加えて測定することで、

各温度の光学定数を計算した。プロパンハイドレートの

光学定数は、右肩上がりの周波数依存性と温度上昇に伴

って大きくなる温度依存性が確認できた[Fig1]。また、同

様に測定した氷の光学定数と比較することで、両者の値

が異なることが確認でき、2つの識別が比較的簡単に行え

ることが確認できた[Fig2]。結果、周波数と屈折率の関係

を詳細にモデル化して数式で表すことができ、THz-TDS

でパラメータを分析可能であることを示した。 
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Fig1. Refractive index of propane hydrate 

Fig2. Comparison of ice and propane hydrate 
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